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第 11回 仁淀川水系流域治水協議会 

議 事 概 要（質疑概要） 

 
日時：令和 5 年 7 月 24 日（月） 13:30～15:30 
場所：高知城ホール 4F 多目的ホール(WEB 併用) 
 

議事 1：規約の改定について 

 

 意見等無し 

 

議事 2：各機関の取組紹介（四国山地砂防事務所、高知県土木部防災砂防課） 

 

 意見等無し 

 

議事 3：気候変動を踏まえた流域治水プロジェクトの検討について 

 

(気候変動を踏まえた本川対策の検討) 

○いの町 

 河道掘削（12k2 付近）について、いの町としては 13,300m3/s案が一番バランスの取れた

目標流量だと考えており、この案でお願いしたい。 

 八田堰改築については、本川の流下能力向上のため、景観を維持しつつも治水・利水を

兼ね備えた改築になるよう技術的検討をお願いしたい。 

 まちづくりの立地適正化計画を令和 5 年 2 月に策定・公表したところである。安全に逃

げるという点では、自主防災会や連合会と協力し、避難体制の強化に取り組んでいると

ころである。氾濫を減らす対策としては、避難時間をかせぐ上でも仁淀川本川の河川堤

防の強化や侵食対策をぜひお願いしたい。 

○仁淀川町 

 気候変動を考慮した場合の新たな対策としては、大渡ダムの施設改造による放流施設の

増強や効果的な洪水調節の検討は必要と考える。一方で、ダム改造によってダム放流量

が増えることにより、長者川への背水現象（バックウォーター）や水位上昇による近隣

家屋の浸水被害が懸念される。そのようなことがないように必要な対策を講じていただ

きたい。 

 大渡ダム改造にあたっては、地すべり対策も引き続きお願いしたい。 

○越知町 

 遊水地について検討する必要はあると思っているが、地域の経済活動や環境面への影響

も考えていく必要がある。このため、検討については慎重かつ丁寧にお願いしたい。 

 

(気候変動を踏まえた主要 3支川対策の検討) 

○土佐市 
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 波介川について、二次支川の河道掘削ではあまり効果がないという結果だったが、遊水

地については基盤整備を実施した農地があるので実現は難しいと考えている。 

 全てで田んぼダムを実施することは難しいと考えているが、こうした田んぼダムで地道

にやっていくしかないかと考える。 

 県管理区間の波介川本川の河川改修は、引き続きよろしくお願いしたい。 

○いの町 

 いの町は、浸水が発生する度に国や県の支援を受けて再度災害防止策を実施してきた。

今後は、気候変動の影響による降雨量の増加と災害リスクと踏まえ、予防的な治水対策

が必要と考えている。雨水排水ポンプの増強については、いの町としても前向きに検討

したいと考えているので、流域治水プロジェクトへ盛り込んでいただきたい。 

○日高村 

 日下川については、下流域は放水路や調整池、河川改修等の国・県の対策によって、気

候変動の影響を考慮した場合においても、浸水しづらくなっており、ある程度の効果が

現れていることはわかった。 

 問題となっているのが上流の加茂地区（旧加茂村）である。これは佐川町と日高村で川

の流れ方が違うことによって、加茂地区の対策を実施すれば下流域に洪水被害が出てく

るという、昔から加茂村の抱えてきた問題が今回の検討でも出てきたものと認識した。

日高村としてはポンプ能力の増強に加え、佐川町と一緒に加茂地区の対策を今後どうし

ていくのか考えていきたい。 

 日下川では特定都市河川浸水被害対策法の指定を検討しているが、実現には佐川町の理

解が必要である。是非、佐川町にはご理解をいただき、指定を受けることによって上流

域の浸水被害の解消が図られる取組をしていきたい。また、国・県には指定の後押しを

お願いしたい。 

 仁淀川本川については、本川水位が上昇すると放水路からの放流が止まる恐れがある。

本川の流下能力の向上や放水路の効果を発揮するため、本川の河道掘削をお願いしたい。 

 八田堰は、利水と治水、自然環境も含めた形の中で、是非、国に良い知恵を出していた

だくとともに、地域との合意形成のための取組も必要であると考えている。 

 仁淀川流域全体で国・県・市町村の枠を飛び越えて取組を進める必要がある。そこに予

算をつけていただきたい。災害を防ぐための国土強靭化については頑張っていかなけれ

ばならないと再認識したところである。 

○佐川町 

 佐川町としても日高村の被害の軽減に向けて住民の理解を得ながら日高村と良い方法を

考えていきたい。 

 本川の改修については、国に知恵を出していただき浸水被害が拡大しないような方策を

考えていただきたい。 

○高知市 

 仁淀川本川も色々課題があるが、3 支川対策の検討を聞いて支川のほうが浸水の影響を

受けやすいことから流域治水の重要性を非常に感じた。 
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議事 4：その他 

○高知河川国道事務所 

・次回流域治水協議会では、本日いただいた意見を踏まえ、流域全体で協力して洪水を防ぐ、

バランスの取れた流域治水プロジェクト変更案を作成し、意見をいただく予定である。 

 

 

 

－以上－ 


